
 

 

 

 

 

 

令和４年１０月３１日 
 

学 校 だ よ り  第 ７ 号 
 

練 馬 区 立 橋 戸 小 学 校 
 

校  長   青 木  俊 哉 

 
 

                                校 長  青 木 俊 哉     

 「昨日の練習の後、先生から指示されていないのに、自分から振り返りカードに記録し、提出した人が○○人もいま

した。言われなくてもできる、素晴らしい行動です。………」 

 このような言葉が、１０月下旬のある朝、教室の黒板に書かれていたのを見かけました。練習とは、もちろん学芸会

に向けた学年の取組です。練習内容や演技について…ではなく、練習後の子供たちの姿を捉えた言葉です。  

同じ日の別な教室の黒板には、そのクラスの子供の『学芸会の目標を記したカード』が貼られ、「○○さんの目標を

参考に、皆さんも………。」といった担任からの促しの言葉がありました。そのカードには、練習や本番に向けての自

分の思い、目標達成に向け取り組みたいことなどが、具体的に記されていました。 

また、他の学年・学級でも、教室の壁面や廊下の掲示物、担任から子供たちへの言葉かけを通して、子供たちが学芸

会の練習に前向きに取り組み、すすんで動けるよう働きかけている様子が伝わってきます。学芸会２～３週間前を迎え

たこの時期に、これらの言葉や指導の様子を見かけ、大きな行事に向けた学校全体の盛り上がりを嬉しく思うと同時に、

取組の方向性や指導の進め方に、大きな手応えを感じています。 

 学芸会というと、とかく「よい演技を見せよう、素晴らしい演出で観客の涙を誘ったり笑わせたり…たくさんの拍手

をいただこう」と、指導者の目も “そこ”に向きがちです。もちろん、否定は致しません。舞台上でのよい演技、よ

い表現ができるよう指導することは、言うまでもないことです。しかし、私たちは教師、演じるのは子供たち、役者を

育てている訳ではありません。学芸会をはじめとする文化的な学校行事では、表現活動を通して子供に“力をつける”

ことをねらいとしています。 「どんな力がつくよう願うか」「何を身に付けさせたいか」は、学年によっても違いはあ

りますが、「演じること、表現することを通して…○○を身に付けさせたい」という大きな枠組は崩さず、大事にした

いと、強く願うところです。一人一人の子供たちが、自分のなりたい姿、学芸会“後”の自分をイメージし、高めてい

くことができると素敵です。 

 冒頭に紹介した二つの事例は、言うまでもなく、子供たちが練習を自分事と捉え、主体的に練習に取り組む姿の現れ

です。練習“後”や本番“後”にもつながることと思います。もちろん、これは一朝一夕に身につくことではありませ

んし、学芸会の練習や取組だけで身に付くものでもないはずです。日頃の指導の積み重ねや、担任と子供、子供同士の

関わりが継続する中で身に付いていきます。そして、こういう子供たちの姿を教師同士が交流することを通して教師も

育つこと、学校の力が高まることも、確信しています。 

 幕開けまで２週間。当日の舞台がどうなるか…は、私にもわかりません。でも、「よい準備は、よい結果につながる」

と信じて、子供たちの最高のパフォーマンス、学年の総力を挙げた舞台をお見せできるよう、限られた指導時間を有効

に使って、取り組んでまいります。皆様の拍手が、舞台を創る子供たちと支える大人にとって、大きな力となります！ 

   “よい演技”だけではなく・・・    



１１月の予定
日 曜 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 火 5 5 6 6 6 6

2 水 ★心 5 5 5 5 5 5

3 木

4 金 ★心 5 5 6 6 6 6

5 土

6 日

7 月 ★心 4 5 5 5 5 5

8 火 5 5 6 6 6 6

9 水 ★心 5 5 5 5 5 6

10 木 SC 5 5 6 6 6 6

11 金 ★心 5 5 6 6 6 6

12 土 4 4 4 4 4 4

13 日

14 月 ★心 4 5 5 6 6 6

15 火 5 5 6 6 6 6

16 水 ★心 4 4 4 4 4 4

17 木 ★心 4 4 4 4 4 4

18 金 SC 5 5 6 6 6 6

19 土

20 日

21 月 ★心 4 5 5 5 5 6

22 火 5 5 6 6 6 6

23 水

24 木 SC★心 5 5 6 6 6 6

25 金 ★心 5 5 6 6 6 6

26 土

27 日

28 月 ★心 4 5 5 6 6 6

29 火 5 5 6 6 6 6

30 水 4 4 4 4 4 4

学　校　行　事　など

安全指導　

５時間授業    クリーン運動始

文化の日    橋戸小フェス2022

体育委員会集会

４時間授業（水曜時程）　就学時健診

５時間授業

５時間授業（１～５年）  学芸会前々日準備（6）

学芸会リハーサル

学芸会（児童鑑賞日）

土曜公開日    学芸会（保護者鑑賞日）

クラブ⑦    稲荷山図書館（２）

   

４時間授業    英語４技能検定（６）

　

避難訓練【３年煙・５年起震車】  レインボー班遊び

５時間授業    社会科見学（６）

勤労感謝の日

｢けがの予防｣（５）

集会委員会集会    クリーン運動終

　

クラブ⑧    持久走タイム始

４時間授業

○10月8日(土)は、ご多用な折、道徳授業地区公開講座にお越しいただき誠にありがとうございました。また、4校時は、保護者向け

意見交換会にも お残りくださり、貴重なご意見も伺えましたこと感謝申し上げます。これからも教職員一同、道徳の授業にも力を注

ぎ、児童の健全な育成のために保護者の皆様と学校が常に連携し、必要に応じて適切な専門機関とのつながりをもって教育にあたっ

て参ります。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

○11月11日(金)12日(土)は学芸会を予定しております。保護者鑑賞日は第二土曜日ですが、授業公開はありません。詳しくは別途配

布のお便りをごらんください。また、保護者鑑賞日の自転車でのご来校はご遠慮いただきますよう重ねてお願い申し上げます。



 実りの秋が本番を迎えます。児童は日々の学習や秋の行事、11 月に行われる「学芸会」に向けてとても元気よく

学校生活を送っております。10 月は移動教室をはじめ、様々な体験的な学習を行いましたのでご紹介します。 

 

 

10 月の教育活動など 

10 月 3 日（月）～5 日（水）下田移動教室に行って

きました。昨年度行けなかった児童にとって、初めて

の宿泊学習でした。 

1 日目は、釣り体験をしました。初めて釣りをする

という児童も多かったのですが、ほとんどの児童が魚

を釣ることができ、嬉しそうな様子でした。 

2 日目も天気に恵まれ、二穴洞窟から弓ヶ浜までの

ハイキングをしました。10 月とは思えないほどの気温

と日差しで日焼けをしました。急な上り坂で弱音を吐

く児童もしばしば。しかしタライ岬からの景色は絶景

で、疲れも吹き飛びました。順調にコースを歩き終え

たので、浜辺で自由時間も取ることができ、子供たち

は満足そうでした。午後は下田海中水族館に行きまし

た。イルカショーでは、イルカが技を披露するたびに

「おお～！」と大歓声が上がりました 

3 日目は、地球博物館に行きました。恐竜の化石など 

<６年生 下田移動教室> 

通して、たくさんのことを学び、経験し、一回り成⾧して

帰ってきました。何よりも、安全に大きな怪我や体調不良

がなく帰って来られたことが一番です。この移動教室で経

験したこと、学んだことを残りの学校生活や日常生活に生

かしていってほしいと担任一同願っています。 

 

<５年生 武石移動教室> 
 
⾧野県の武石地域は、山に囲まれた盆地で、

緑が多く、空気がとても澄んでいてきれいでし
た。車山の山頂は肌寒かったものの宿舎のベル
デはそこまで寒くなく、キャンプファイヤーで
は火を囲み、楽しく踊ったり歌ったりしまし
た。 

初の集団宿泊行事として、10 月 12 日（水）
～14 日（金）までの 3 日間、友達と過ごすこと
を通して時間を意識し、協力して声を掛け合い
班で行動しようとする意欲が高まりました。 
 鷹山ファミリー牧場では乳搾りとトラクタ
ー乗車(荷台に乗る)体験をし、黒曜石ミュージ
アムでは物作り体験をしました。群馬県自然史
博物館では、地球の歴史など自然史のことを勉
強しました。事後学習では、総合的な学習の時
間にスライドを活用し、自然の雄大さの中で過
ごしたことをふり返り、移動教室全体をまとめ
ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈1 年生 ミニコンサート、動物体験〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

   

<５年生稲作> 
10 月 11 日（火）晴れた空の下、地域の方々のご協力により、大泉第一小学

校、大泉北小学校、橋戸小学校の３校の児童が合同で稲刈りを行いました。 
橋戸水田での米作りは今年で 10 年目になりますが、新型コロナウイルス感染

症の影響で 2 年間、小学生の体験を行えませんでした。今年は無事に田植えと
稲刈りの両方を行うことができてよかったと地域の方々も大変喜んでおりまし
た。 

児童は鎌で稲を切り、ひもで縛られた稲を干す作業を行いました。怪我をし
ないように注意をしながら鎌を使い、積極的に楽しみながら上手に稲刈り作業
を行いました。 

品種は「きぬひかり」で、橋戸水田では９０～１００kg のお米が収穫できる
とのことです。地域の方々が毎日水を張ったり、害虫がつかないように雑草を
抜いたりしながら管理をしてくださり、こうして無農薬で育てられました。 

稲刈り後は１０日ほど干し、脱穀、籾摺り、精米の工程を経て１０月下旬頃
白米となり、小学校へ届けてくださるそうです。そして給食で自分たちが田植
えをして稲刈りをした白米を食べる日がとても楽しみです。 
 

 1 年生は、9 月 2９日（木）尺八奏者とピアニストをお招きしミニコンサー
トを行いました。まず、お正月に誰もが耳にする「春の海」から始まり、日本
の童謡の美しさを目をつぶって味わって聴き体を使って楽しく「ラテン音楽」
を聴きました。そして、アニメで有名な「ルパン 3 世」や「⿁滅の刃」の主題
曲を鑑賞し、最後にディズニーメドレーをじっくり聴き、心が豊かになる素敵
な時間を過ごしました。アンコールでは、「橋戸小学校の校歌」を演奏してく
ださいました。 

10 月 4 日（火）は、動物体験をしました。全員が、モルモットを命ある大
事な生き物としてそっと抱いて話しかけました。生き物の温かさを感じ、命の
大切さ、生きていることの素晴らしさを体感し、やさしい気持ちになりまし
た。 

<3 年生 キャベツ畑見学> 

3 年生は社会科で「農家の仕事」を学習しています。毎年、大泉町にお住まい
のキャベツ農家を営んでいらっしゃる宮本さんの畑にお世話になっています。 
１０月１９日（水）の１・２時間目にキャベツ畑の見学をしました。当日はちょ
うどキャベツの収穫日でした。忙しい中で時間を作っていただき、３年生の質問
にも丁寧に答えていただきました。見学を通して、畑の広さを実感し、機械を使
って作業をしていることを知りました。また、実際に収穫したキャベツを手にし
たときは、児童はその重さに驚くとともに仕事の大変さに思いをはせ、農家の仕
事について理解を深めました。 

<4 年生 水道キャラバン> 

 10 月 20 日（水）東京都水道局の方をお招きし、「水道キャラバン」
を行いました。1 学期に社会科「私たちの生活と水」で普段使ってい
る水がどのように処理されて届けられるかを学習しました。今回は、
浄水場で実際に使われている「沈殿」「濾過」「高度浄水処理」の様子
を実験で見せていただきました。また、日本の水道の歴史について、
江戸時代からどのように変化しているかを映像で見て学びました。
児童は「今まで勉強したことに加えて初めて知ることがあって面白
かった。」と言う感想が聞かれました。今後、「町の発展に尽くした
人」では、江戸時代に上水道を作った「玉川兄弟」についての学習に
つなげていきます。 


